
基調講演 13:50～ 

参加 
無料 プロフェッショナル 

  としての自然体験活動 
    ～新たな潮流を探る～ 

2018年 

1月27日 13:30-17:45  土 
東京海洋大学 品川キャンパス 2号館【100A教室】東京都港区港南4丁目5-7 

「地域づくりと海辺の自然体験 
       活動の実践例(仮)」 
  講師：大塚英治 
         (株)沿海調査エンジニアリング 代表取締役社長 

「地域おこし協力隊の経験を自然学校起業へ」 
 大日方冬樹(おたり自然学校 校長) 

活動事例報告(3件)  14：40～ 

グループディスカッション 16：05～ 

「若い情熱を海辺の未来へ～2017海辺の環境教育フォーラムの実践から～」 
 川端潮音(海辺の環境教育フォーラム2017 共同実行委員長) 

「若者が目指す海洋系の就職先（仮）」 
 前田英雅(東京コミュニケーションアート専門学校 副校長) 

テーマ：以下A~Cの３グループから、予め一つをお選びください。 
 A.田舎で起業、B.海辺の環境教育の未来を語ろう、C.海洋系学生が目指す就職先 

事務局 TEL: 03-5408-8299 主催：NPO法人海に学ぶ体験活動協議会(CNAC) 

後援：国土交通省港湾局(予定)、(一財)みなと総合研究財団(予定) 

受付開始13：00 

 終了後、18時より海洋大生協食堂２Fにて交流会を行います。会費制：4千円(予定) 

28日(日)に帆船「みらいへ」による横浜港環境学習会(有料)を予定。詳しくは裏面。 



会場アクセス  

 自然体験活動は、自ら考え、判断行動するとともに自らを律する必要があり、子ども達を中心に
生きる力の醸成に役立っています。この活動がより有意義なものになるためには、優秀な指導者が
不可欠であり、海に学ぶ体験活動協議会(CNAC)では、平成19年の発足以来、指導者の育成に努め
ています。 
 一方、自然体験活動の全国展開を踏まえ、これを新たなビジネスチャンスとして起業する民間や
地域おこしの手段として支援活動を行う自治体等の動きがあります。 
 第12回全国フォーラムでは、各地で展開されている自然体験活動の最前線の新たな潮流を探り、
これからの自然体験活動のあり方、人材の育成や供給、新たなビジネスモデルについて考えるもの
であり、多くの関係者とりわけ自然体験活動の分野に進出しようとしている学生、民間、自治体の
皆様の多くの参加をお待ちしています。 

  NPO法人海に学ぶ体験活動協議会（CNAC）代表理事 三好 利和 

●JR線・京浜急行線 品川駅港南口(東口) 
 徒歩約10分 
●東京モノレール天王洲アイル駅から 
「ふれあい橋」を渡り正門まで約15分 
●りんかい線天王洲アイル駅から 
「ふれあい橋」を渡り正門まで約20分 

帆船「みらいへ」に乗って横浜の海を学ぶ日帰りプログラムです 
 

日 時：2018年1月28日（日）9:00集合、16:00解散 ※雨天決行 
申込開始日(一般)：2018年12月15日（金）(会員は12/1より先行受付開始) 
申込〆切：2018年1月19日（金）※定員(30名)になり次第締切ります。 
集合・解散：横浜港 ぷかりさん橋(パシフィコ横浜前)※みなとみらい駅徒歩約5分 

参加費：CNAC会員5,000円 一般の方6,000円（昼食、傷害保険料込） 
参加資格：小学生以上 ※小学４年生以下の方は大人の同伴が必要です。 
講 師： (一社)グローバル人材育成推進機構 帆船「みらいへ」事業部 
体験プログラム：セットセイル（展帆）、操船、マストクライム等(天候により変更もあります) 
※１）28日(日)のみの参加も可能です。手続きについては、お申込み後事務局よりお知らせします。 
※２）船上での活動になります。風等が強いことが予想されるため、各自防寒をし、動きやすい服装   
   でお越しください。 

翌日開催！エクスカーション“横浜港環境学習会”のご案内 

お申込み方法 

 特設サイトのフォームよりお申込みいただけます。 

 http://cnacforum2017.jimdo.com/ 
 

 もしくは、以下の必要事項をご記入の上、 E-mail（cnac@wave.or.jp）でCNAC 
 事務局までお申込みください。 
  参加者名、所属、TEL、E-mailアドレス、参加希望日、交流会参加の有無、  
  参加希望テーマ・グループ 
 

 2018年1月19日（金）締切 ※定員になり次第締め切ります。 

ごあいさつ 

↑特設サイトへ↑ 

生協 

2号館100A教室 

正門 

東京海洋大学品川キャンパス配置図 

帆船「みらいへ」 


